
▼
介
護
施
設
で
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
１
割

に
加
え
て
、
食
費
と
居
住
費
、
日

常
生
活
費
を
自
己
負
担
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
低
所
得
者
が
施
設
利

用
し
づ
ら
く
な
ら
な
い
よ
う
、
上

記
に
該
当
す
る
方
は
所
得
に
応

じ
た
負
担
限
度
額
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
基
準
費
用
額
と
の

差
額
は
、
介
護
保
険
か
ら
給
付
さ

れ
る
制
度
あ
り

ま
す
。

※
通
所
サ
ー
ビ

ス
に
お
け
る
食

費
負
担
を
除
き

ま
す
。

▼
自
己
負
担
限

度
額
の
適
用
を

受
け
る
た
め
に

は
、
申
請
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

は
ー
と
ふ
る

介
護
支
援
課
も
し
く
は
、
市
役
所

社
会
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
が
受
理
さ
れ
た
場
合
、
後

日
『
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
』
が
お
手
元
に
届
き
ま
す
の
で
、

必
ず
そ
の
証
を
施
設
に
提
示
し

て
下
さ
い
。

　

提
示
が
な
い
場
合
は
、
基
準
費

用
額
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
。

　

市
・
介
護
支
援
課

　

緯　

・
2
5
5
8

49

▼
近
年
、
世
界
各
地
で
自
然
災
害

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
も

今
年
、
６
月　

日
に
岩
手
・
宮
城

１４

内
陸
型
地
震
が
発
生
し
死
者　

名
、

１３

行
方
不
明
者　

名
、
負
傷
者
４
４

１０

９
名
と
い
う
尊
い
人
命
が
犠
牲
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
」
と
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
最
近
は
「
災
害
は
い
つ
で

も
、
ど
こ
に
で
も
や
っ
て
く
る
」

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
た

ち
は
、
日
頃
か
ら
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
…
。

　

９
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
で

す
。
い
ま
一
度
、
災
害
に
対
す
る

備
え
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

低
所
得
者
の
施
設
利
用
に
は
自
己
負
担
限
度
額
が
あ
り
ま
す

介
護
保
険
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス

災
害
は
、い
つ 
で
も
、
ど
こ
に
で
も

や
っ
て
来
ま
す
。

地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
て

猿

ま
ず
落
ち
着
い
て
身
の
安
全
を

確
保
す
る

  
▼

机
や
テ
ー
ブ

ル
に
身
を
か
く

す
。

  
▼

あ
わ
て
ず
外

に
飛
び
出
さ
な

い
。

猿

狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
崖
や
川

に
近
寄
ら
な
い

猿

避
難
の
テ
ク
ニ
ッ
ク

  
▼

避
難
は
徒
歩
で
、
持
ち
物
は
最

小
限
に
。

  
▼

津
波
情
報
に
注
意
す
る
。

  
▼

山
崩
れ
、が
け

崩
れ
に
注
意
す

る
。

猿

正
し
い
情
報

の
入
手
を
心
が

け
る

猿

あ
わ
て
ず
冷
静
に
火
災
を
防
ぐ

  
▼

地
震
の
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
て
か

ら
火
を
消
す
。

非
常
時
持
ち
出
し
品
を
備
え
て

　

災
害
が
発
生
す
る
と
、「
停
電
」

「
断
水
」「
避
難
所
に
避
難
」
な
ど
、

突
如
と
し
て
日
常
と
は
か
け
離

れ
た
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。　

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
、
日

頃
か
ら
非
常
時
に
必
要
な
物
品

を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、「
非
常
持
ち
出
し
品
」
は
、

各
家
庭
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
準

備
す
る
内
容
が
違
い
ま
す
。　

　

例
え
ば
、
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
家

庭
で
は
『
ミ
ル
ク
や
オ
ム
ツ
』、
要

介
護
者
の
い
る
家
庭
で
は
『
補
助

具
の
予
備
や
常
備
薬
』
な
ど
、
家

族
構
成
や
人
数
に
合
わ
せ
た
準

備
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

市
民
防
災
訓
練
等
の
実
施

　

市
で
は
毎
年
、
災
害
時
の
被
害

者
を
す
こ
し

で
も
減
ら
そ

う
と
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん

の
防
災
意
識

の
高
揚
と
、
災

害
時
の
初
期
行
動
や
役
割
の
確

認
等
を
目
的
と
し
た
『
市
民
防
災

訓
練
』
や
防
災
関
係
機
関
の
連
携

体
制
に
重
点
を
お
い
た
、
よ
り
実

践
的
な
『
防
災
総
合
訓
練
』
を

行
っ
て
い
ま
す
。　

８９

▼
国
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
一
部
を
見
直
し
、
平
成　

年
度

２０

の
保
険
料
の
軽
減
割
合
を
拡
大

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
該
当
す
る
世
帯

の
方
は
、
軽
減
割
合
が
変
更
に
な

り
ま
す
。 

 

▼
現
在
、
保
険
料
が
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
い
る
方
（　

月
以
降

１０

に
差
し
引
か
れ
る
方
も
含
む
）
で
、

下
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
は
、
申
し
出
に
よ
り
、
納
付
方

法
を
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
申
し
出
に
よ
り
、
確
定
申
告
さ

れ
る
方
の
口
座
よ
り
同
じ
世
帯
の

方
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く

と
、
税
控
除
の

対
象
に
な
り

ま
す
。

平
成　

年
度
の
保
険
料
の
軽
減
割
合
を
拡
大
し
ま
し
た

20

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

変更した軽減割合対象になる方

均等割額が8.5割軽減
になりました

⇒
今年度の均等割額が
７割軽減されている方

所得割額が５割軽減に
なりました

⇒
「賦課のもととなる
所得金額（※１）」が
58万円以下の方

※１「賦課のもととなる所得金額」は、保険料額決定
通知書でご確認ください。

詳しくは

北海道後期高齢者医療広域連合　

緯０１１－２９０－５６０１

市・市民課

緯４２－１８０５

対象になる方

国民健康保険の保険料（税）を確実に納
付していた方（本人）が口座振替で納め
る場合

年金収入が180万円未満の方で、同じ
世帯の本人以外の世帯主または配偶者
が口座振替で納める場合

煙納め方の変更をお申し出いただいた
場合、年金からの保険料の差し引きを
中止します。お申し出の時期により、
年金からの差し引きを中止する月は異
なります。
煙口座振替を開始する月は、お申し込
みの時期により異なります。

※国民健康保険の保険料（税）を確実に納
付していた場合に限ります。

基準費用額第3段階 第2段階第1段階利用者負担段階

1,970円1,640円820円820円
ユニット型
個室

居
住
費
等
の
負
担
限
度
額（
日
額
）

1,640円1,310円490円490円
ユニット型
準個室

1,640円

（1,150円）

1,310円

（820円）

490円

（420円）

490円

（320円）
従来型個室

320円320円320円0円多床室

1,380円650円390円300円
 食費の負担　　 
 限度額(日額)

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の

従来型個室の負担限度額は（　）内の金額となります。

利用者負担段階

第1段階：本人及び世帯全員が住民税非課税であって、
老齢福祉年金の受給者、生活保護の受給者。
第2段階：本人及び世帯全員が住民税非課税であって、
合計所得金額+課税年金収入額が８０万円以下の人。
第3段階：本人及び世帯全員が住民税非課税であって、
上記の第１・２段階以外の人。

基準費用額：上記に該当しない人。                       

９
月　

日
は
、
介
護
保
険
料

３０

第
２
期
の
納
期
限
で
す
。


